




Dietary Studies of Preschool Children in Japan 
Part 1. A Relation between Status of Nutrition and Physical 
Growth of Preschool Children in a Remote Village
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る如く，これら栄獲素の摂取量と体重との間に一定の関連性を見出すことはできなかつた。
　（6）幼児の栄養状態と家庭の食事との関係
　これら対象幼児の栄養摂取状況に対して，そのおかれていう家庭の食生活の実態がどのような影
響を与えているかを知るために，幼児の栄養摂取と世帯のそれとの相関を求めてみた。それらの成
績は，図3～5に示す如く，熱量，蛋白質，V．　Aの相関はともに高く，次いで動物性蛋白質，脂
肪，V．　Cなどの順にやや高く，他の栄養素では低かつた。以上の成績のうち，特に，発育に不可
欠である主要栄養素の相関がかなり高い点に注目しなければならないが，反面負の相関が一例もみ
られかなつたことも注目に値する。この事実は，幼児期における栄養の重要性の認識に比較的乏し
いことを物語るものと解された。要するに，家庭の栄養摂取状況は，幼児のそれにかなりの影響を
及ぼしていることが認められた。
考
?
　著者らが調査した一僻村の幼児の栄養摂取状況を昭和45年の目標値と比べたところ，総体的な
栄養摂取比率は62％で，余り良好とはいえなかつた。特に，緑黄野菜，乳類，卵，肉類などの摂
取が少ないことにより，V．　Aの摂取率が極めて低く，総じてビタミソ類および動物性蛋白質の摂
取率の低いことが，総体的栄養摂取率の低値を招いていた。更に，摂取蛋白質の質的内容は発育旺
盛な幼児期としては余り良好とはいえず，動物性蛋白質比は30．3％，蛋白価は76．1（第一制限ア
ミノ酸は含硫アミノ酸）であつた。ところで，わが国における乳幼児栄養，ことに蛋白質栄養に関
する調査を概括するに，寿円4）5）6）および守田7）らは，いずれも著者らと同様に，第一制限アミ
ノ酸は含硫アミノ酸であり，蛋白価は71～81であると述べており，また木寺8）は農村乳幼児の調
査においてその蛋白価は低い地区（富山県中新川郡某地区）で59・6，高い地区（静岡県駿東郡某地
区）で二105で，栄養失調児の第一制限アミノ酸はトリプトフアソ，正常児のそれは含硫アミノ酸で
あると報告している。更にまた，遠城寺9）らはわが国の1才児の摂取食無の蛋白価は81で，卵特
に卵黄の添加により蛋白価を上昇せしめ得るといい，いずれも著者らの調査成績とほぼ一致をみ
た。なお，蛋白質の体重1kg当り摂取量にっいてみると，1～2才児の2．28g／kgおよび3～5才
児の2．489／kgは，従来の報告，すなわち中川1），武藤ら2），守田？）のいずれの調査成績に比べて
も低位にあり，昭和45年の目標値に対しても，1～2才児は58％，3～5才児は80％で，少なくと
も蛋白質栄養に関しては量的にも将また質的にも劣つているものとみなされた。
　上述の如く，著者らが調査した一僻村の幼児では，蛋白質栄養において憂慮すべき欠陥カミみられ
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た。それで，この欠陥が，対象幼児の体位に悪影響を及ぼすことが予測された。しかしながら，対
象児の体位は，昭和45年の1ヨ標値の95～98％に達してお．り，体位は決して劣つているとはいい難
い現状であった。また，総体的栄養摂取比率と体位との間の相関は低く，一定の関係を見出すこと
はできなかつた。したがつて，以上の調査結果から，対象幼児の栄養状態に2，3の欠陥が認めら
れはしたが，これらの欠陥が現在の体位に癒接影響を及ぼしているとはいい難いもののように解釈
されそうである。しかしながら，この年令の範囲では，栄養摂取における個人差の大きさが年令
差，性別差を凌駕すると武藤ら2）も指摘しているように，この対象の場合も栄養摂取上の個人差
が大なる故に，他の因子との関連性を稀薄にしてしまう傾向も考えられる。もちろん，現在の栄養
摂取状態が直ちに現在の発育や健康状態に歴然と反映されるものではないであろうし，また，発育
は栄養以外の因子によつても影響を受けるものであるから，このように例数も少なく，かつ僅か3
目聞の調査成績によつて以上の事柄の関連性を見出そうとすることに無理があろう。
　ところで，動物性蛋白質比と体位との間には有意の相関があり，特に身長との間に高い相関関係
が得られたことは，身長の発育において良質の蛋白質が必須であることを裏づけるものとして興味
深いものがある。一方，動物実験においてアミノ酸が骨の発育に関与するという報告は多く，例え
ばHarris　io）らはlysineが欠乏すると骨の萎縮を来すと称し，　Hunterユ1）はtryptophan欠乏飼
料では骨の増殖層め萎縮を起すことを，また平安12）は骨の成長曲線から1－lysine，1－histidineお
よび1－arginineなどは骨増殖作用があることをそれぞれ述べている。これらの研究結果は，身長
の発育と必須アミノ酸との関連性について何らかの示唆を与えるものと思われる。なお，中井工3）
は摂取蛋白質量が少量でも不足している場合には，外部から観察して栄養学的にも障害がなく，体
重増加も蛋白質量の正常群と統計的に差異が現われなくても，i［E常群に比べて骨の重量が軽減し，
石灰化は抑制され，歯牙ではこの現象と共に実験的に禺歯の発生が増加すると報告している。著者
らの調査した幼児の中にも禺歯に侵されているものが80％にも達している一事例から鑑みても，
幼児栄養の実態の把握は一層きめ細かになされねばならないものと考えられる。要するに，幼児栄
養の問題点は，やはり蛋白質栄養にあることが署者らの調査研究からもうかがわれるぺく，今後こ
の方面の研究にはより詳細な検討が必要であろう。
　なお，栄養効率の上から，毎食とも栄養素のパラソスが完全に保たれることの重要性から考察す
るに，僅か3日間の調査ではあつても，その総体的な栄養摂取比率において50％以下の対象が25
例中40％近くも存在するという事実は，幼児の栄養管理上看過せらるべきでない。今回は夏季の
限られた短期間の調査であつたため，僻村の幼児栄養の実態の一面のみしか検討できなかつたが，
引き続き冬季の食生活の調査も行ない，年間を通しての栄養摂取状況を体位の増加丑などとの関連
性において検討を進めるべきであろう。この点に関しては今後の調査に侠ちたい。一
総 括
　幼児の栄養摂取状況の実態を体位との関連性において把握するために，僻村の幼児25名を対象
とし，夏季の連続した3濤問の食餌摂取状況を調査した。その結果は次のように要約される。’
　1）栄養摂取状況は，すべての栄養素において昭和45年を目途とした年令別・性別所要量に達
していなかつた。すなわち，その摂取率は，鉄および脂肪の90～80％が最も良く，次いで熱量，
蛋白質，カルシウムの70％前後，ピタミソ類では，V．B1，　V．B2，　V．　Cが50％であり，　V．．Aの
如きは28％と極めて低い。なお，総体的栄養摂取比率は62％であつた。
　2）　食品群別摂取量をみると，緑黄野菜の摂取が極めて少なく，動物性食品，特に卵，乳および
乳製品の摂取が少なかつた。豆類の摂取量は愛育研究所発表の幼児の所要量を上廻つているが，そ
の内容は殆んど味噌によるものである。　　　　　　　　　　　　　　　．’　∵　．．t－　’．
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　3）摂取蛋白質の動物性蛋白質比は30％，蛋白価は76．1で，第一制限アミノ酸は含硫アミノ綾
であつた。したがつて，対象児の蛋白質摂取状況は趾的にも，また質的にもあまり良好とはいえな
いo
　斗）　対象幼児の体位はr’昭和45年のH標値に比してあまり遜色がなく，身長は目標値の平均
98・3％，体重は同じく平均95．8％に及んでいる。
　5）総体的栄養摂取比率と体位との闘には一定の関係を見出すことはできなかつたが，動物性蛋
白質比と身長との間には有意な正の相関が得られた。
　6）世帯の栄養摂取状況は，幼児のそれにかなりの影響を及ぼしている。
　終りに臨み，本研究に際して終始御懇切な御指導と，御校閲を賜りました本学の塚原叡教授に厚く御礼申
し上げます。また，現地調査および集計において協力していただきました本学家政科食物専攻の有志の方2・，
ならびに調査対象の家庭の方々の御協力に深く感謝いたします。
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